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（出典：外務省ホームページ） 

７.オーストラリア 

（１）オーストラリア人について 

 
①オーストラリア人のプロフィール 

・ オーストラリアの人口は約 2,060 万人

（2006 年 4 月暫定値）。民族別では、英

国系を中心とする白人（約 90%）、原住民

であるアボリジニとトレス海峡諸島民

（約 2%）などにて構成される（2001 年 6

月時点）。宗教別では、キリスト教（約

68%－内カトリックが約 27%・英国国教会

が約 21%）、その他の宗教などにて構成さ

れる。使用言語は英語などである。 

 
②訪日オーストラリア人旅行者の特徴 

・ 日本を訪れるオーストラリア旅行者は約 22 万 3,000 人（2007 年）。平均

7.0 日間滞在する（2006 年）。男性と女性が約 6：4 の割合で、性年齢別

では男性 30 代（約 15%）、男性 40 代（約 13%）、男性 50 代（約 10%）、男

性 20 代（約 10%）、男性 60 代（約 10%）の順に多い（2006 年）。 

 
③訪日オーストラリア人旅行者に人気の観光地 

・ 北海道（ニセコなど）、長野（白馬、志賀高原など）、東京、京都、奈良な

ど。高山、白川郷、金沢、大阪なども人気がある。 

 

④訪日オーストラリア人旅行者が日本で好きなもの 
・ 日本特有の伝統・文化（伝統工芸体験、茶道体験など）、日本食（日本料

理など）、ショッピング、スキー、日本の四季を通じた風光明媚な風景（春

の桜、秋の紅葉、冬の雪景色など）などに高い関心を示している。若者

を中心に、日本のアニメ、ファッション、現代美術などの人気も高まっ

ている。 

・ 日本に対して「独自の伝統を有する国」「人々が親切で礼儀正しい」「食事

がおいしい」「治安がよい」「歴史と文化が素晴らしい」「公共交通機関が

便利である」「物価が高い」「英語が通じない」という印象を持っている。 
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（２）オーストラリア人の食習慣 

 
①食に対する意識 

・ 家族と時間を過ごし、ゆったりと食事を楽しむことを大切にしている。 

・ 自然のなかでの健康的な生活に価値を置き、健康と食事に関する意識も高

い。 

・ 日本人よりたくさんの分量を食べる。また、実質的な料理を好む。 

・ 健康などの理由で、オーストラリアにはベジタリアンが存在する。健康で

美しい肉体を保つことは、本人の意志の強さを表現していると考える。 

 
②日常の食事パターン例 

・ オーストラリア人の食事回数は 1日 3食（夜がメイン）。 

 

食 事 内 容 

朝 食 

(8 時) 

軽いヨーロッパ風朝食と普通の英国風朝食があるが、気候

が暖かい地域は軽めの朝食、冷涼な地域は重めの朝食を好

む傾向にある。 

軽いものはトースト、コーヒー、フルーツ、シリアルなど。

重めのものはそれに加えて、卵、ベーコン、トマト、ビー

ンズなど。 

間 食 

(10～11時) 

モーニングティと呼ばれる休憩時間があり、果物やお菓子

などを食べる。 

昼 食 

(12 時) 

サンドウィッチが一般的。ハム、チーズ、コールドミート、

野菜、ピーナツバターなどをはさむ。 

その他、パスタや中華料理などを食べる。 

間 食 

(15 時頃) 

アフタヌーンティーと呼ばれる休憩時間があり、ビスケッ

トなどを食べる。 

夕 食 

(18 時) 

スープ、野菜類、メイン（肉料理が多い）。 

できる限り家族と一緒に食べる。 

休日や週末はバーベキューをすることも多い。 

 

・ ミートパイやフィッシュ・アンド・チップスなど、手軽な外食を利用する

ことが多い。 

 

③オーストラリア料理の特徴 
・  基本的に英国伝来の料理を骨格にして、多民族・多文化から得られた様々

な国の料理の要素を受入れ、自国にある豊富な食材を使用した独自の食

文化を急速に発達させつつある。 
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・ 牛や羊などの肉料理が一般的であり、調理方法はローストやステーキが中

心である。乳製品（牛乳、バター、チーズなど）も多量に消費する。最

近は、都市を中心にオーストラリア人の健康志向が強く現れており、魚

介類や野菜、果物、豚や鶏肉（白身の肉類）の消費量も増えてきている。

野菜ではジャガイモの消費量が多い。殻付きのカキもよく食べられる。 

・ オーストラリア的な料理として、バーベキューがある。オーストラリアの

公園や展望台には必ず備え付けのバーベキュー施設があり、バーベキュ

ーを楽しむことができる。 

・ 野菜料理は、肉料理に比較すると少ないが、最近は生野菜のサラダが食べ

られるようになった（伝統的には煮野菜を食べてきた）。 

・ オーストラリア独特の料理として、カンガルー、ワニ、エミューなどの野

生動物を使った料理がある（オーストラリア人自身はあまり食べない）。

アボリジニの食文化は「ブッシュ・タッカー」と呼ばれ、健康食として

見直されつつある。 

・ 伝統的な食べ物として「ベジマイト」（濃縮酵母エキス、野菜を煮込んで

ペースト状にしたもの。パンやクラッカーに塗って食べる）があるが、

全てのオーストラリア人が好んで食べるわけではない。 

・ ベジタリアンがいるため、ベジタリアン向けレストランも存在する。 

・ オーストラリア国内では、ヨーロッパやアジア各国の料理を楽しむことが

できる。オーストラリア人の健康志向から、日本料理の人気も高い（寿

司、和食、ラーメン、居酒屋など）。 

・ 食事の際は、ワインやビールなどのアルコールも楽しまれる。「BYO - Bring 

Your Own bottle」（＝アルコール持ち込み OK）の文化がある。パブが最

も重要な社交の場となっている。 

・ コーヒーをとても好む。伝統的には紅茶が飲まれるが、最近は消費量が落

ちている。 

・ アルコール類ではビールが最も飲まれるが、ワインも大いに楽しまれてお

り、ワイン愛好家も増えている。 

・ 食事を補助するためにサプリメントなどを飲む人もいる。 

 
④食に対する禁止事項と嫌悪感 

・ 動物の原形が残る料理を好まない。臓物に嫌悪感を起こす。 

・ 酒を飲みすぎて酔っ払うことはみっともないと思われる。 

・ ベジタリアンが存在する。 

 
⑤テーブルマナー 

・ ナイフとフォークを使う（右手にナイフ、左手にフォークを持つ）。 

・ 音を立てて食事をすることは厳禁である（スープ、麺類など）。 

・ 北米とよく似たテーブルマナーである。 
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⑥日本の食事で好まれるもの 
＜食事内容＞ 

・ 健康的な長寿料理として、日本食の人気が高い。 

・ 「Wagyu」と呼ばれる霜降りの牛肉が高級食材として注目されている。赤

身の肉が一般的に好まれる。 

・ 寿司（手巻き寿司、回転寿司など）に人気がある。 

 

⑦日本の食事で嫌われるもの 
＜食事内容＞ 

・ 食べる肉の分量が非常に多い人もいるため、日本人の基準では足りないこ

ともある。 

・ 普段から食べ慣れていない日本食が続くと疲れてしまう。 

・ 動物の原形が残る料理、臓物を主成分とする料理は嫌われる。 

＜サービス＞ 

・ 日本の飲食店におけるサービスは、食べられない食材やアレルギーについ

て、食事前に確認しないことが多い。 

・ 事前に飲みたいものを確認されることがなく、緑茶などの飲物が出される

ことに戸惑う人も多い。 

・ 愛想がないサービススタッフは好まれない。 

・ 英語は話せることが望ましい（話せないことがマイナスとは評価しない）。 

＜情報提供＞ 

・ メニューが英語併記されていないことが嫌われる。 

 

⑧オーストラリア人に対して良いおもてなしをするための推奨事項 
＜食事内容＞ 

・ 和風、コンチネンタル、アメリカンなど、異なるタイプの朝食を用意し、

選択できるようにするとよい。朝食以外の食事でも、選択肢があることは

高く評価される。 

・ 料理の中に“日本的な要素”を取り入れるとよい。日本特有の味付けや調

理方法などは、興味深く思われる。 

・ 食事の際には、アルコールを提供すると喜ばれる。 

・ アリスクリームや冷凍のケーキなどの甘いものが非常に好まれるので、デ

ザートは必ずある方がよい。 

＜サービス＞ 

・ サービススタッフにアテンドしてもらうことを高く評価する（英語、日本

語で話しかけるなど）。 

・ 汁物（味噌汁など）はスプーンと一緒に提供する方がよい。 

・ ベジタリアンが存在するため、食べられない食材について必ず確認する。 

・ 緑茶などの飲物を提供する場合にも、事前に飲みたいものを確認するとよ

い（水、コーヒー、紅茶、緑茶などから選択させる）。 
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・ オーストラリア人は屋外で食事することを好むため、テラスや庭で食事が

できるようであれば、本人の希望も確認して、屋外での食事を提案する

とよい。 

＜情報提供＞ 

・ 特に日本料理を提供する際は、食事の食べ方について説明をする方がよい。 

・ 日英併記の料理メニュー、日本酒メニューを用意するとよい。料理や日本

酒の説明文を加えるとよい（専門業者やネイティブに翻訳してもらうこと

が望ましい）。 

 

⑨食事以外の禁止事項 
・ オーストラリア国内では、公共施設や公共交通機関内が禁煙である。 

 

 

（３）オーストラリアに関する情報の問い合わせ先 

 

・ 在日オーストラリア大使館 

〒108-8361 東京都港区三田 2－1－14 

TEL：03-5232-4111（代表） 

Website：http://www.australia.or.jp/ 

営業時間：平日 9:00～12:30、13:30～17:00 

休日：土日祝祭日（年により変わるのでホームーページを確認のこと） 

 


